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●夏は本来好きな季節だったのですが、クーラーは私の大

敵。夏でもカチッとしたパンツスーツで、それでも寒くて会

議中にスカーフを首に巻き、膝掛けをするといった防寒スタ

イルです。外と内の温度差にもまいってしまいます。これは

もしかして年のせい？　体温調整機能が落ちているのでし

ょうか。

●7月末に恒例の夏合宿を行いました。子育て後の人生設

計がテーマでしたが、からだを壊して仕事を辞めざるを得

なかった人もいて、子育て後もとにかく健康第一だと思い

ました。でも、健康って年齢だけに左右されるものではあ

りません。：子どもの就職がなかなか決まらず、子どもとの

葛藤が深まる、契約の仕事が更新されない親の病気で介護

が必要となる、アパートの立ち退きを要求される等々、人生

って次から次へと思わぬことが起きます。人影ってそんな

に強くないから、悩みが多いとからだが壊れてしまう。で

もね、どうしてこんなに私にだけ悪いことが起きるのかし

らと思うのも心なら、いろんなことが起きるのが人生と思

い、ではどうするかと打開策を考えるのも「心」なんです。

●母子家庭の母の就労支援をライフワークの一つと思って

人々を説得し、NPO法人あごらを立ち上げてもらいました

が、既得権益を持つ人の壁に阻まれ、仕事は思うように増

えず、NPOはずっと赤字続きです。私自身、難しい仕事に

人々を巻き込んでしまったのかしらと落ち込む時もありま

したが、政治家なのに、母：子家庭の就労支援もできないでど

うすると叱咤され続ける中、協力者の努力で、お母さんたち

に常時、在宅で働いてもらえるような仕事を少しずつ発掘

できています。その協力者の最有力の一人に事故がありま

した。プールの飛び込みで頭を打って頸椎骨折。複雑高度

な手術が要求されるとかで心配です。

●その人は、私たちには決して言わないけれど、会社経営

等で厳しい局面に立たされていたようです。たいてい事故

が起きる時って大きな苦悩を抱えている時なんですよね。

●「出目無し」と思える状況でも、戦略を立て一つずつ問題

解決していけば必ず将来は見えてきます。老後や子育て後

の人生設計というよりは、どんな時も前を向いて、その時そ

の時を切り開いていく一私はそういう気構えでいます。

人生は常に前向きに考えなくちゃ。そのためにも体力は大

切と、このところストレッチと筋力をつける運動に励んでい

ます6体力がないと心まで後向きになりますものね。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）
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2006年9月1日　隔月1日発行第230号ハンド・イン・ハンド

同封の 母子家庭の厳しい現状を伝え、

「児童扶養手当の減額」を最小限にするために

『アンケー1卜調査』＆儲願署名』仁ご協力下さい11

　2002年に母子寡婦福祉法が改正され、児童扶養手当

の支給額の減額が2008年度から行われることになりま

した。受給5年後を経過したら児童扶養手当を5割まで減

額するというものです。

　厚生労働省は、5年毎に行っている「全国母子世帯等

調査」を今年の11月～12月にかけて、前倒しする形で

行い、その結果をもとに減額率を決めようとしています。

離婚等、母子家庭になって平均5年位で収入が上がり、

児童扶養手当から抜け自立できる人が多いからというの

ですが、本当に時間が経つと母子家庭の暮らしは楽にな

るのでしょうか。離別母子家庭の一人当たりの年収は61

万円にしか過ぎず、国の就労支援策は実を上げていると

は言えません。

　そこで、みなさんにお願いです。

　私の知人であり、今年の通常国会が開かれている2月

に、国会議員に母子家庭の置かれている状況や就労支援

の状況を訴えようと、母子家庭の当事者団体で院内集会

を行った際、講師を務めて頂いた藤原千紗（岩手大学助

教授）さんから、「母子世帯の生活の変化調査」の協力

を依頼されました。厚生労働省の科学研究費補助金の助

成を受け、行っていらっしゃいます。

募集①

　母子家庭になってから現在までの生活状況、就労状況、

養育費の状況等、時間が経つに連れて良くなるのか、悪

くなるのか、そのままなのか、について調べるものです。

そして、調査の結果は政府を含め、関係者に広く配布し、

母子家庭へのよりよい支援策を打ち出すための資料とさ

れます。

　政府へ、みなさまの厳しい状況をいち早く知らせる貴

重な資料となりますので、ぜひ、ご協力をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（円より子）

▼▼　▼▼黛　謝礼と送付方法　亨▼▼y▼▼

●アンケートに回答いただいた方には、500円の商品券が

贈られます。同封した謝礼送付用の封筒に「送付先住所、

氏名」を記入し、同じく同封の返信用封筒にアンケートの

回答と同封の上9月20日（水）必着で、ハンド事務局

にお送り下さい。折り返し、贈呈いたします。

●同じく同封しました「児童扶養手当の減額を最小限にす

ることを求める請願」にも、ぜひご協雨下さい。ご家族、

知人、友人等、コピーをとって周りの多くの方々に署名を

いただいて下さい。この請願も同封の返信用封筒に同封

して、ハンド事務局へお送り下さい。少しでも多くのみな

さまの声を、国会に届けたいと思います。

◆「子どもの気持ち」◆

お話を聞かせて下さる思春期以降の
お子さんをご紹掻下さい！

　シングルマザーまたはシンクルファーザーの家庭で育

った子どもたちに、面接インタビュー形式、またはメール

や電話で、お話を聞いています。

　きちんと話し合ったことはないけれど、親の離婚を子

どもはどう受け止めたのかしら…そんな、気になる子ど

もの気持ちを担当インタビュアーがあなたに代わって聞

かせていただき、誌面で紹介させていただきます。

　匿名での紹介OK。謝礼（図書券2，000円）のご用意あり。

「子どもの気持ち、もっと聞きたい」「親の気持ち、もっと伝

えたい」。時々、紙面でご紹介していきたいと思いますの

で、よろしくお願いいたします。

募集②

◆「家計簿公開」◆

誌面づくりにご協力ください

　月々の簡単な収支と、いまの生活状況や悩んでいること

などをメモや文章にまとめてお寄せください。家計を見

直してみることで、生活改善の糸ロが見つかったりします

し、生活状況や離婚に至った経緯を振り返って自分の言葉

で文章にしてみることで、これまでのモヤモヤが客観的に

整理できたりもします。これまでのハンド誌面に掲載さ

れている「家計簿公開」を参考にして、文章化にチャレン

ジしてみて下さい。謝礼（図書券2，000円）のご用意あり。
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これからどうする？」◆◆「私の人生募集③

，
●お手紙・手記をお寄せ下さい

　したい

◎いま考えているこんなこと、一緒にトライしてくれる仲

　間を募集中

　　・etc．

　そんなあなたのこれからの人生に関するアレやコレや

を事務局までお寄せ下さい。前向きなお話だけでなく、

不安やグチなども遠慮なくどうぞ。ハンド紙面でご紹介

して、みなさんと一緒に考えていきたいと思います。

　　　　　　　　　　　記
●「手記」または「誰かに宛てた手紙（一高かを明記）」の形

で。お話をお聞かせいただいて、編集部サイドで原稿化

．
」
巳

●「手記」または「誰かに宛てた弓

で。お話をお聞かせいただいて

させていただく形も可能です。

●ハンド紙に掲載の際、実名

　かイニシャルかペンネーム

　かを明記して下さい。

●10月中までをめどに事務局へ、

　郵送、FAX、メールでお寄せ
　　　　　　　　　　　　　’
　下さい。

　振り返ってみると、離婚直後は子どもとの生活を支え

ることで頭がいっぱい！　自分自身の心の整理や生き方

のことは後回しにして、ひたすら突っ走ってきた10年、

20年、30年……ふと気づいたら、子どもは巣立って、そ

ろそろ停年。さて、これからの私の人生、どうしょうか。

◎家計は何で支えよう

◎まだ働ける場所、あるかしら

◎どこに住もう

◎継続中の恋の行方はどうしょう

◎生き生きと暮らしていくには何が必要？

◎今の生きがいはこれ

◎これから始めたいことがある

◎今さらかもしれないけれど別れた夫とのこと振り返っ

　て整理しておこうかしら

◎子どもがニートでなかなか自立してくれなくて困って

　いる

◎老々介護が不安…

◎老後にシングル女性が共同で暮らす「家」づくりを企画
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と
夫
の
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取
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取
り
決
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た

こ
と
は
私
的
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書
に
し
、
夫
と
自
分
で
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通
ず
つ
持
っ
て
い
ま
す
。
夫
は
他
県
に
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マ
ン
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ョ
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を
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入
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出
て
行
っ
て
、
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年
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月
経
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別
居
後
、
夫
は
病
気
で
入
院
し
た
の
で
す

が
、
夫
に
「
他
人
だ
か
ら
手
術
に
立
ち
会
わ

な
く
て
も
よ
い
」
と
言
わ
れ
た
の
で
、
息
子

は
病
院
に
行
き
ま
し
た
が
、
私
は
行
き
ま
せ

ん
で
し
た
。
夫
の
母
と
妹
が
看
病
し
ま
し
た
。

夫
の
財
産
は
母
や
妹
に
と
の
遺
言
書
が
書
い

て
あ
り
ま
す
。
夫
の
母
か
ら
は
、
看
病
し
な

か
っ
た
の
で
、
嫌
味
を
言
わ
れ
ま
し
た
。

　
別
居
生
活
が
何
年
か
す
る
と
離
婚
が
成
立

し
て
し
ま
う
の
で
し
ょ
う
か
。
夫
は
離
婚
に

つ
い
て
は
何
も
言
っ
て
こ
な
い
ま
ま
で
す
。

ま
た
、
離
婚
す
る
と
夫
の
年
金
半
額
は
受
け

取
れ
な
い
の
で
し
ょ
う
か
。

　
　
　
　
　
ま
ず
、
協
議
離
婚
は
、
離
婚
の

圏
　
　
　
　
届
出
を
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
初
め

　
　
　
　
て
成
立
し
ま
す
の
で
、
別
居
生
活

を
続
け
て
い
て
も
、
自
動
的
に
離
婚
が
成
立

す
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
仮
に
、
別
居

の
ま
ま
夫
が
亡
く
な
っ
た
場
合
に
は
、
あ
な

た
に
は
配
偶
者
の
法
定
相
続
権
が
あ
り
ま

す
。
夫
が
財
産
を
母
親
や
妹
な
ど
に
譲
る
と

い
う
遺
言
を
し
て
い
た
場
合
、
あ
な
た
の
遺

留
分
（
通
常
の
相
続
分
の
半
分
）
は
取
り
戻

《
回
答
者
》

弁
護
士
段
林
和
江

圏
〇
六
－
六
三
六
四
－
三
〇
一
四

す
こ
と
が
で
き
ま
す
が
、
遺
留
分
の
侵
害
を

知
っ
て
か
ら
1
年
内
に
行
使
す
る
必
要
が
あ

り
ま
す
。

　
夫
婦
問
で
作
成
し
た
私
的
な
証
書
の
契
約

の
中
身
は
、
離
婚
し
た
場
合
の
財
産
分
与
等

と
し
て
、
夫
が
あ
な
た
に
家
を
譲
渡
し
、
将

来
の
年
金
か
ら
そ
の
半
分
を
払
う
と
い
う
も

の
の
よ
う
で
す
。
夫
婦
間
の
契
約
は
、
民
法

7
5
4
条
に
よ
り
、
い
つ
で
も
取
り
消
す
こ

と
が
で
き
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
夫
婦
関

係
が
破
綻
し
て
い
る
時
に
は
取
り
消
し
を
認

め
な
い
の
が
判
例
で
す
。
た
だ
し
、
協
議
離

婚
が
前
提
で
す
の
で
、
離
婚
の
意
思
を
ど
ち

ら
か
一
方
で
も
翻
し
た
場
合
に
は
、
財
産
的

な
約
束
の
拘
束
力
も
無
く
な
る
も
の
と
考
え

ま
す
。
　
ま
た
、
2
0
0
7
年
4
月
1
日
か
ら
始
ま

る
年
金
分
割
制
度
は
、
結
婚
期
間
中
に
納
め

た
分
の
厚
生
年
金
や
共
済
年
金
の
納
付
記
録

を
離
婚
時
に
分
割
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
自

分
が
年
金
を
受
け
取
る
年
齢
に
な
っ
た
時
に

直
接
受
け
取
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
る

制
度
で
す
が
、
あ
な
た
の
契
約
は
こ
れ
と
は

異
な
り
、
あ
な
た
が
国
か
ら
直
接
年
金
の
半

分
を
払
っ
て
も
ら
え
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
2
0
0
7
年
4
月
1
日
よ
り
前
に
離
婚

し
た
ら
、
こ
の
年
金
分
割
制
度
の
適
用
を
受

け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
あ
な
た
が
5
0

歳
以
上
で
あ
れ
ば
、
分
割
に
よ
り
も
ら
え
る

年
金
見
込
み
額
を
社
会
保
険
庁
が
通
知
し
て

く
れ
る
サ
ー
ビ
ス
が
、
1
0
月
1
日
か
ら
始
ま

る
よ
う
で
す
。
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